
１．概　　　況

２．会員の状況

加　　入 脱　　退

58 6 9 55

※　期末会員の内訳

・組合所属 13 名

・組合以外の所属 14 名（組合外　9名、個人5名）

・商工中金 5 名（下関　-名、徳山　5名）

・準会員 8

・中 央 会 15 名

参考：【非会員　8名　(組合所属　2名)】

※　加入・脱退者

（加入者） 賀原幸弘、森川美希子、*大谷雄一、*桑本繁、*小笠原秀朗、*荒木繁

（脱会者） 野田宗三、原田芳正、古川数幸、前田恵子、松本順二、中村良三、*平工佐俊、*安村孝裕、*池内裕

*=商工中金所属会員は転勤による加入・脱会
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平 成 ２２ 年 度 事 業 報 告 書

自　平成２２年７月　１日

至　平成２３年６月３０日

　我が国経済はリーマンショック後の経済危機を克服し、外需や政策の需要創出・雇用下支え効
果により持ち直してきた。しかしながら、急速な円高の進行や海外経済の減速懸念により、先行
きの不透明感が強まり、雇用も依然として厳しい状況となった。
また、物価の動向を見ると、消費マインドの冷え込みもあり緩やかなデフレ状況が続いた。さら
に平成23年3月11日に発生した「東日本大震災」は死者・行方不明者２万人を超える未曾有の大災
害となり、被災地はもちろんのこと、全国の多くの産業に多大な影響を及ぼしている。特に、日
本経済を牽引してきた自動車産業の生産停止、過剰自粛による観光産業の落ち込み等はその影響
が極めて大きく、加えて長期間の対応が見込まれる原発問題や電力不足等により、予断を許さな
い状況にある。
　このような状況の中で、中小企業が諸課題に対応し持続的発展を図って行くには、個々の自助
努力に加え、これまで以上に中小企業等の連携組織を活用し、新たな活路を見出していくことが
求められており、中小企業組合の運営と支援のエキスパートである中小企業組合士には更なる期
待が寄せられている。
　本会においてもこの状況を踏まえ、会員の資質向上のため各種事業を実施するとともに全国中
小企業組合士協会連合会や他県組合士協会との連携を適宜行った。また、幹事県となった中小企
業組合士中国ブロック協議会の運営を円滑に行うことができた。さらに、組合士認定取得者を増
やすための受験勧奨活動等を行った。このように計画どおり事業が実施できたのも役員はもとよ
り、会員各位のご協力のおかげであり深く感謝するとともに、本会の事業運営に対しまして、多
大なご指導ご支援をいただきました関係諸官庁、山口県中小企業団体中央会等関係機関各位に厚
くお礼申し上げる次第である。

期　中　移　動
期首会員数 期末会員数



３．事業の実施状況

（１） 交流・視察事業

H22.7.28

H23.3.11～3.12
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視察の実施　12名参加　　島根県松江市

【組合見学】
　「組合の概要並びに今後の課題」　松江内陸工業団地協同組合連合会
　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　玉造温泉旅館協同組合
　　　　　　　　　 〃　　　　　　　　　　　　協同組合松江天神町商店街

【企業見学】
　「企業概要並びに今後の課題、工場見学」　株式会社福田屋

①中小企業組合士研修会の開催

②中央会主催の懇談会、研修会等への積極的参加

③優良組合等の研修視察

「人間力を高める！　～一流になる三大条件とは～」をテ－マにフリータレント　大谷泰彦氏より
講話を頂き、その後中小企業組合士のあり方について情報交換を行った。
25名出席　　山口市「セントコア山口」

　組合教室（参加者８名）、決算税務講習会（参加者６名）



（２） 情報提供事業

③「組合士だより（全国組合士協会連合会発行）」（年2回）

④「中小企業振興（中小企業基盤整備機構発行）」（年2回）

（３） 福利厚生事業

①懇親会

H22.7.28

②ゴルフコンペの開催（震災復興支援チャリティーゴルフコンペを同時開催）

H23.5.21

③表彰者の推薦

・全国組合士協会連合会長表彰

・山口県中小企業組合士会会長表彰

　　該当者なし

④慶弔見舞い　 　　　な　し

（４） 身分安定・向上対策事業

開催年月日 開催場所 出　席　者
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山口市
「セントコア山
口」

①｢組合活性化情報　山口県の中小企業（中央会発行）」　～毎月～

②「2011年版中小企業組合士手帳」（全国中小企業組合協会連合会）

＜中小企業組合士中国ブロック協議会通常総会＞

① 平成21年度事業報告及び決算関係書類承認の件

② 平成22年度事業計画及び収支予算決定の件
H22.7.28

①会員の身分安定・向上対策につながる活動を行うため役員会・総会を開催し、活動方針を検討すると
共に、ブロック協議会、他県組合士会等との情報交換（全国連・出席含む）・組合士制度に関する諸施策
について、関係機関との連携を密にし意見具申に努めた。
また、今年度開催県となっている中国ブロック協議会総会の開催支援を行った。

会 議 名 及 び 内 容

【山口県】
中村会長他6名
事 務 局 3 名

宇部７２カントリークラブ（山口市阿知須）にて開催、16名が参加。

総会・交流会終了後、会員相互の親睦を図るため懇親会を実施、18名が出席した。

　　＜感　謝　状＞　　松　村　　　勇 （萩阿武建設協同組合　理事長）

　　※組合士メンバー優勝　的 場 弘 司

　　【優　勝】　山 野 信 夫　　【準優勝】　温 井 巧 造　　【３位】　河 野 泰 明

③ 平成22年度会費負担額及び徴収方法決定の件

④ 各県活動状況報告

⑤ 見学「中原中也記念館」・講習会



開催年月日 開催場所 出　席　者

① 平成21年度事業報告並びに収支決算報告の件

② 平成22年度事業計画及び収支予算承認の件

-4-

東京都
「ホテルイン
ターコンチネン
タル東京ベイ」

① 中国ブロック協議会総会について

② 総会提出議題について

中村会長他 4名
事 務 局     3名

① 情勢報告

＜山口県中小企業組合士会第１回役員会＞

＜全国中小企業組合士協会連合会通常総会＞

③ 活性化支援事業の内容について

④ 役員の改選について

② 事業の進捗状況について

H23.4.7
山口市「なに
わ」

＜山口県中小企業組合士会第２回役員会＞

② 今後の実施事業について

③ 中国ブロック協議会総会について

④ 表彰者について

① 事業の進捗状況について

⑤ 役員改選について

③ 今後の実施事業について（視察研修事業ほか）

④ 中国ブロック協議会総会について

⑤ その他

① 講演「事例から見る組合運営」

　　　　　「組合会計と税務の実務」ほか

② パネルディスカッション

中　村　会　長

① 平成22年度事業報告、貸借対照表、収支計算書
　　及び剰余金処分（案）について

② 平成23年度事業計画及び収支予算について

③ 平成23年度会費の賦課基準及び徴収方法
　　について

※終了後「中小企業組合士フォーラム2011」に出席

中村会長他 4名
事 務 局     3名

H23.6.17

中村会長他21名
【来   賓】

県経営金融課
堀主事

中　　央　　会
河野専務

商工中金下関
鈴木支店長

商工中金徳山
秋元支店長

会 議 名 及 び 内 容

＜山口県中小企業組合士会通常総会＞

③ 平成22年度会費負担額及び徴収方法決定の件
H22.7.28

山口市
「セントコア山
口」

④ その他

山口市小郡
「新山口ターミ
ナルホテル」会
議室

H23.2.4
岡山県岡山市
「サンピーチＯ
ＫＡＹＡＭＡ」

中村会長他4名
事 務 局     3名
オブザーバ　3名

④ その他

H23.1.19

＜中小企業組合士スキルアップ研修会＞

中　村　会　長
的　場 副会長
恒　松　理　事
事 務 局　 1名

H23.6.7
山口市
「造園建設業協
会」会議室

＜山口県中小企業組合士会第３回役員会＞



②組合士認定更新料の一部助成

　２２年度更新対象者　３名に助成（中央会、商工中金所属会員を除く）

（５） 組合士制度の啓蒙普及と会員の増強

【参考：組合検定試験状況】

　１．と 　 き

　２．と こ ろ

　３．受験者

　４．合格者

組合会計 組合制度 組合運営

受験者　8名
合格者　1名

受験者　6名
合格者　2名

受験者　7名
合格者　7名

②組合士会のホームページを活用し活動概要をＰＲし会員の増強に努めた。

　　http://www.axis.or.jp/kumiaishikai/

（６） その他
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　５．科目別
　　　合格者
　　（山口県）

①中央会と共に制度の啓蒙普及と検定試験受験者の勧誘に努めた。

※中央会の会報に同封し、県下主要組合に受験勧奨文書とともに受験案内を配布した。

　平成２２年１２月５日（日)　9:30～16:30

　山口市小郡「新山口ターミナルホテル」

　９人　（申込　１４名　当日欠席　５名）

　２人

※中村会長、理事として全国中小企業組合士協会役員会への出席
　　H22.9.30、H22.11.2、H23.4.5、H23.6.17 （開催場所は、いずれも東京都）

・東日本大震災被災地の組合士協会に全国中小企業組合士協会連合会を通じて義援金を送付

・チャリティコンペを開催しチャリティ協力金を山口新聞に寄託し、東日本大震災被災地へ義援金として送付

　（チャリティコンペの賞品のほとんどを東北の産品を用意）


